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日
本
各
地
に
は
、
寺
社
を
中
心
に
古
写
本
、
古
版
本
が
驚
く
ほ
ど

残
っ
て
い
る
。
量
的
に
も
、
質
的
に
も
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
典
籍
を
何

世
紀
に
も
わ
た
っ
て
伝
え
て
き
た
民
族
は
な
い
。
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
時
折
、
流
出
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
は
大
切
に
保
管

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
化
継
承
の
伝
統
は
実
に
誇
ら
し
く
思
え
る
。

　

最
近
、
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
大
津
の
園
城
寺
（
三
井
寺
）
が

あ
る
。
園
城
寺
に
は
、
近
世
天
台
宗
の
碩
学
、
大
宝
守
脱
が
所
持
し

て
い
た
一
群
の
資
料
が
近
年
に
な
っ
て
整
理
さ
れ
た
。
仏
教
関
係
の

手
沢
本
な
ど
の
ほ
か
に
、
守
脱
の
仏
教
天
文
学
研
究
の
草
稿
類
が
あ

り
、
日
用
類
書
『
事
林
広
記
』
の
室
町
写
本
も
見
つ
か
っ
た
。
人
文

研
科
学
史
研
究
班
で
そ
れ
ら
と
関
連
す
る
文
献
を
会
読
し
て
い
た
の

で
、
近
隣
に
眠
っ
て
い
た
お
宝
に
驚
喜
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

私
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
は
、
自
力
で
掘
り
出
し
物
を
探
し
出
す
と

い
う
よ
り
、
研
究
集
会
で
出
会
っ
た
人
々
か
ら
得
た
耳
寄
り
の
情
報

に
よ
る
。

　

園
城
寺
の
新
資
料
は
、
整
理
を
担
当
す
る
石
井
行
雄
氏
（
北
海
道

教
育
大
学
准
教
授
）
か
ら
直
接
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
訓
点
学
者
の

石
井
氏
は
、東
京
育
ち
で
勤
務
先
は
釧
路
で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

奈
良
、
京
都
の
寺
院
に
神
出
鬼
没
で
あ
り
、
人
文
研
の
共
同
研
究
会

に
も
自
費
参
加
さ
れ
て
い
る
。

　

一
緒
に
眺
め
て
い
る
と
、
現
物
を
通
し
て
し
か
学
べ
な
い
蘊
蓄
あ

る
高
説
、
人
と
モ
ノ
と
が
織
り
な
す
物
語
が
拝
聴
で
き
る
。
ま
さ
し

く
古
写
本
の
価
値
と
違
い
の
分
か
る
方
で
あ
る
。

　

武
田
時
昌
先
生
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
）
が
、
次
世
代
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
考
え
る
京
都
新
聞
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
日
本
人
の
忘
れ

も
の
」知
恵
会
議
に「
実
際
に
手
に
取
る
こ
と
で
培
わ
れ
る
知
見
と
学
識
」

と
題
し
た
「
2020
元
日
文
化
人
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
石
井
先
生
を
取
り
上
げ
て

い
る
。

　

小
林
芳
規
先
生（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）の『
角
筆
の
み
ち
び
く
世
界
』

（
中
公
新
書　

平
成
元
年
）
の
中
で
も
石
井
先
生
の
名
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　

青
森
県
弘
前
市
の
弘
前
市
立
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
稽
古
館
版
『
尚

書
』
二
冊
に
も
角
筆
で
凹
ま
せ
た
仮
名
が
多
量
に
書
き
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
、
本
書
校
正
中
に
、
弘
前
市
を
訪
れ
て
知
っ
た
。（
中
略
）

凹
み
文
字
が
あ
る
こ
と
を
石
井
行
雄
氏
が
先
ず
見
つ
け
、
私
も
こ
れ

石
井
行
雄
先
生
を
お
送
り
す
る

佐　
　

野　
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が
『
尚
書
』
の
読
み
方
を
書
き
込
ん
だ
訓
点
の
仮
名
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

日
本
最
北
端
の
角
筆
文
献
発
見
者
が
石
井
先
生
で
あ
っ
た
。

　

石
井
先
生
の
ご
専
門
は
国
語
史
、
国
語
学
史
で
あ
り
、
文
献
学
、
書
誌

学
に
も
明
る
く
、
古
文
書
の
知
識
も
豊
富
で
あ
り
、
園
城
寺
を
は
じ
め
と

し
た
多
く
の
寺
院
に
お
い
て
の
蔵
書
整
理
も
精
力
的
に
行
っ
て
き
た
。

　

実
物
に
対
し
て
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
Ｐ
Ｃ
等
の
情
報
機
器
に
は
強

い
拒
絶
反
応
を
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ご
自
宅
に
は
Ｔ
Ｖ
も

電
話
も
お
持
ち
で
な
く
、
連
絡
手
段
は
ご
自
宅
玄
関
ド
ア
の
張
り
紙
に
頼

る
し
か
な
か
っ
た
。
あ
る
意
味
で
は
文
明
嫌
い
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
書
物
の
記
憶
は
パ
ソ
コ
ン
の
二
次
元
画
面
で
し
か
な

い
。
実
際
に
手
に
取
る
こ
と
で
培
わ
れ
る
三
次
元
、
四
次
元
の
知
見
、
学

識
の
大
切
さ
を
い
つ
も
説
か
れ
て
い
た
。

　

石
井
先
生
は
、
権
威
で
あ
る
と
か
、
名
誉
で
あ
る
と
か
と
い
っ
た
も
の

と
距
離
を
置
か
れ
て
い
た
。
教
授
職
を
請
わ
れ
な
が
ら
も
断
り
続
け
、
学

識
も
能
力
も
な
い
浅
学
の
私
に
教
授
職
を
譲
り
、
さ
ら
に
は
「
助
手
職
を

全
う
し
た
か
っ
た
。」
と
口
に
す
る
の
も
常
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
名
前
が
世
に
出
る
こ
と
も
好
ま
な
か
っ
た
。
先
の
武

田
先
生
の
文
章
に
「
園
城
寺
に
は
、
近
世
天
台
宗
の
碩
学
、
大
宝
守
脱
が

所
持
し
て
い
た
一
群
の
資
料
が
近
年
に
な
っ
て
整
理
さ
れ
た
」と
あ
る
が
、

そ
の
仕
事
を
し
た
の
も
石
井
先
生
で
あ
っ
た
。『
大
宝
守
脱
関
係
資
料
群

第
一
期
』（
天
台
寺
門
宗
教
文
化
資
料
集
成
教
学
編
編
纂
委
員
会
編　

総

本
山
園
城
寺　

平
成
二
十
一
年
）
は
、「
天
台
寺
門
宗
教
文
化
資
料
集
成

教
学
編
編
纂
委
員
会
」
編
と
は
な
っ
て
い
る
が
、実
際
は
、資
料
の
企
画
、

編
集
、
解
説
は
全
て
石
井
先
生
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

石
井
先
生
は
、
日
本
に
あ
る
漢
籍
に
つ
い
て
も
該
博
な
知
識
を
有
し
て

い
た
。
武
田
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
中
国
学
者
に
多
く
の
知
見
を
披
瀝

し
、
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
。
中
国
学
者
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
多
く

の
科
研
費
を
獲
得
し
、
日
本
漢
学
、
博
士
家
、
易
学
、
骨
卜
、
亀
卜
、
年

号
勘
文
、難
陳
な
ど
を
テ
ー
マ
に
研
究
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

石
井
先
生
は
、
私
に
と
っ
て
恩
師
、
恩
人
で
あ
り
、
何
か
困
っ
た
と
き

に
は
い
つ
も
頼
り
に
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
私
が
大
学
教
員
と
し
て
職
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
大
学
院
時
代
の
学
び
に
そ
の
基
盤
が
あ
る
。

春
日
政
治
の
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
經
古
點
の
國
語
學
的
研
究
』（
勉

誠
社　

昭
和
四
十
四
年
）
を
輪
読
し
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
は
じ
め

と
し
た
大
型
辞
典
に
つ
い
て
、そ
の
記
述
、用
例
を
検
証
し
た
。
そ
う
い
っ

た
地
道
な
作
業
が
現
在
の
自
分
自
身
の
研
究
の
基
盤
を
支
え
て
い
る
。
加

え
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
運
営
、
分
野
運
営
に
つ
い
て
も
全
国
的
な
流
れ
、
将

来
の
予
見
か
ら
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
困
っ
た
と
き
は
石

井
先
生
頼
み
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
食
事
を
ご
一
緒

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
ち
そ
う
ま
で
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
度
々
あ
っ

た
。
現
在
大
学
四
年
生
で
あ
る
長
女
の
十
歳
の
誕
生
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

お
祝
い
の
食
事
を
し
て
い
た
。
最
後
に
頼
ん
で
も
い
な
い
デ
ザ
ー
ト
が
運

ば
れ
て
き
た
。店
主
か
ら「
カ
ウ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。」

と
の
説
明
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
石
井
先
生
が
笑
顔
で
座
っ
て
い
た
。


